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上赤塚
１号墳

は､今か
ら1,60

0年ほど
前に造

られ

た円形
の古墳

で、写
真は古

墳の頂
上部分

で見つ
か

った埋
葬施設

(墓穴)
の中の

様子で
す。中

央の大
き

な石は
、「石

いし

枕
まくら

」とい
う死者

のため
に作ら

れた石
製

の枕で
す。枕

の上や
まわり

には、
立花
りっ

か

と呼ば
れる

飾りや
、死者

が生前
身につ

けてい
た青銅

製の腕
飾

うでか
ざ

りや勾
玉が見

えます
。立花

は、勾
玉を二

つ組み
合

わせた
形をし

た物で
、枕の

周縁部
分にあ

いた穴
に

挿し、
飾りの

ように
立てて

使用さ
れてい

たよう
です。

また、
頭の後

方部分

には、
滑石
かっせ

き

という
柔らか

い石で
できた

、斧や
鎌、小

刀を真
似て作

った石
製

の模
も

造品
ぞうひ

ん

も添え
てあり

ます。
どれも

、死者
を弔
とむら

うため
の特別

な道具
です。

上上赤赤塚塚
か み あ か つ か

１１号号墳墳
第第１１主主

体体部部

（（千千葉葉
市市緑緑区区

おおゆゆみみ
野野））

県内の埋蔵文化財の調査・研究を行う10法人で組
織する千葉県文化財法人連絡協議会では、調査成果
を広く県民の皆様に紹介するために、様々な活動を
行っています。
毎年行っております「遺跡調査研究発表会」を、

今年度も下記のとおり実施いたします。なお､当日
は出土遺物の展示や報告書等の頒布も行います。参
加は無料です、皆様のお越しをお待ちしております。

日日時時：平成15年１月19日(日) 10:00～15:20
会会場場：千葉市文化センター

（千葉市中央区中央2-5-1 ツインビル２号館）
３階アートホール（研究発表会場）
５階市民サロン（展示会場）

交交通通：ＪＲ総武線「千葉駅」下車徒歩10分
京成千葉線「千葉中央駅」下車徒歩10分

内内容容： 11  成成田田市市南南三三里里塚塚宮宮原原第第１１遺遺跡跡（旧石器時代）
22  酒酒々々井井町町墨墨古古沢沢南南ⅠⅠ遺遺跡跡（縄文時代）
33  芝芝山山町町瓜瓜台台遺遺跡跡 （弥生時代～平安時代）
44  君君津津市市鹿鹿島島台台遺遺跡跡（弥生時代～古墳時代）
55  神神崎崎町町北北のの内内古古墳墳（古墳時代）
66  千千葉葉市市越越川川戸戸遺遺跡跡（古墳時代～平安時代）
77  市市原原市市稲稲荷荷台台遺遺跡跡（奈良・平安時代）
88  八八日日市市場場市市福福岡岡遺遺跡跡（中世）

＊問い合わせ先
(財)千葉県文化財センター　調査部企画課
電話０４３－４２２－８８１１(代表)

「昭和８年秋に相違ない。…妙な竹のヒゴを
切揃えた大きな櫛の様な代物を取り出して
これが私の専売特許の土器実測器です…」

（『考古学』第９巻第10号、昭和13年）

著名な考古学者、故小林行雄博士が考案したこ
の実測器は、『弥生

や よ い

式
しき

土器
ど き

聚成
しゅうせい

図録
ず ろ く

』に掲載された
1,300点もの土器の実測に威力

いりょく

を発揮し、その後70
年にもわたって、土器の図化

ず か

と研究に貢献してき
ました。
「櫛

くし

の様な代物
しろもの

」を土器に押しあて、これを紙
の上に置いて鉛筆でなぞるだけで、微妙なカーブ
を持つ土器のアウトラインを描くことができるの
です。
現在では、コンピュータやデジタルカメラを利

用したり、土器の
図化の方法は進歩
しています。それ
でも、安くて簡単、
それでいて高い精
度を保つこの実測
器は、現役で生き
続けています。

さる11月23・24日の両日、柏市にある「さわや
かちば県民プラザ」で生涯学習フェスティバルが
開催されました。千葉県文化財センターも、千葉
県文化財法人連絡協議会の一員としてフェスティ
バルに参加しました。毎年恒例となっている「古

こ

代
だい

衣
い

装
しょう

試
し

着
ちゃく

体験
たいけん

」・「勾玉
まがたま

づくり」や「火おこし」
をはじめ様々な演目を行い、皆さんに体験してい
ただきました。どの演目にも多くのお客様があつ
まり、大盛況な２日間でした。

ハハイイテテククじじゃゃなないいけけどど…優優れれもものの!!

－型型
かた

取取
ど

りり器器
き

((ママココ))－

賑賑
にに ぎぎ

ややかかにに生生涯涯学学習習フフェェスステティィババルル開開催催!!!!

ココララムム

埋埋文文
レレポポーートト

古代衣装試着体験 ▼

勾玉づくりコーナー



丹丹過過遺遺跡跡はは、、木木更更津津市市茅茅
かかやや

野野
のの

にに所所在在しし、、東東京京湾湾へへとと注注ぐぐ
小小
おお

櫃櫃
びびつつ

川川のの東東岸岸ににああるる遺遺跡跡でですす。。平平成成1144年年４４月月かからら、、首首都都
圏圏中中央央連連絡絡自自動動車車道道((圏圏央央道道))のの建建設設にに先先立立ちち発発掘掘調調査査をを
実実施施ししてていいまますす。。
遺遺跡跡でではは、、縄縄文文時時代代後後期期かからら奈奈良良時時代代ままででのの穴穴やや溝溝、、竪竪穴穴

たたててああなな

住住居居
じじゅゅううききょょ

跡跡
ああとと

ななどどがが調調査査さされれままししたた。。中中ででもも注注目目さされれるるののはは、、整整然然
せせいいぜぜんん

とと立立ちち並並ぶぶ奈奈良良時時代代前前半半頃頃のの掘掘立立
ほほっったたてて

柱柱
ばばししらら

建建物物群群
たたててももののぐぐんん

とと、、奈奈良良のの都都でで
使使用用さされれてていいたたももののとと同同じじかかたたちちををししたた土土器器ななどどでですす。。
当当時時ここのの地地域域はは上上総総国国

かかずずささののくくにに

畔畔
ああ

蒜蒜郡郡
びびるるぐぐんん

とと呼呼ばばれれてていいままししたた。。今今回回
のの調調査査成成果果やや、、ここのの地地域域にに残残るる「「下下郡郡((ししももごごおおりり))」」とといいうう
地地名名等等かからら、、ここのの遺遺跡跡はは昔昔のの役役所所跡跡のの一一部部ででははなないいかか？？とと
注注目目をを浴浴びびてていいまますす。。
写写真真のの復復元元模模型型はは、、調調査査地地のの中中でで中中心心的的なな建建物物とと考考ええらられれ

るる西西にに廂廂
ひひささしし

をを持持つつ建建物物とと、、そそのの南南側側にに続続くく回回廊廊
かかいいろろうう

状状
じじょょうう

のの建建物物をを復復元元
ししたたももののでですす。。建建物物のの前前((西西側側))はは広広くく開開けけらられれてていいるるここととかか
らら、、そそここでではは儀儀式式やや
宴宴
ううたたげげ

ななどどをを行行っってていいたた
ののかかももししれれまませせんん。。
ここのの夏夏にに行行わわれれたた

「「現現地地説説明明会会」」でではは、、
多多くくのの人人々々がが訪訪れれ、、
古古代代にに思思いいををめめぐぐらら
せせてていいたたよよううでですす。。

「「畔畔蒜蒜郡郡のの役役所所跡跡
発発見見かか!!??」」

－木木更更津津市市丹丹過過遺遺跡跡－
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昭和62年４月、千葉市青葉町の農林

水産省畜産試験場跡地に県立青葉の森公

園を整備するため、発掘調査が始まりま

した。予定地内では明治時代から荒久古

墳の存在が知られていました。調査の結

果、弥生時代から古墳時代にかけてのム

ラが営まれ、奈良時代以降の墓も数多く

造られていたことがわかりました。

ムラの跡からは県内でも珍しい弥生

時代中頃の板状
はんじょう

鉄斧
て っ ぷ

や、古墳時代前半

頃の鉄鎌
て つ が ま

などが出土しました。

遺跡の一部は県立中央博物館の生態園
せいたいえん

として樹林が保存されることになったの

で、発掘はせず、盛土保存されました。

また、遺跡内に残る荒久古墳は、７世

紀に築造された一辺20ｍほどの方墳
ほ う ふ ん

で、昭和34年に調査された時には、切石
き り い し

を積んで造られた石室(亡骸
な き が ら

を納める部

屋)から人骨と琥
こ

珀
は く

の玉、鉄製馬具など

が発見され、古墳時代の終わり頃の様

子をよくあらわしています。

現在は一辺約９ｍほどになってしまい

ましたが、千葉市指定史跡として現状

のまま整備保存されることになり、青

葉の森公園の一角に大クスノキととも

にその姿をとどめています。

ー千千葉葉市市荒荒
ああ らら

久久
くく

遺遺跡跡とと荒荒久久古古墳墳ー

ああ　　びび　　るる

たたんん　　 がが

ぐぐんん

荒荒 久久 遺遺 跡跡

調調査査でで発発見見さされれたた掘掘立立柱柱建建物物のの柱柱穴穴((手手前前のの小小ささいい穴穴はは廂廂のの柱柱ののももののでですす))
廂廂ががつつくく建建物物にに
回回廊廊ががつつななががっってていいるる様様子子

当時は、特定の人物しか

身につけていなかった

ようですが、いった

いどんな人が身に付

けていたのでしょ

うか？全国各地で

流行し、関東地方で

は石製のものだけで

なく、粘土を焼いて
作られた土製の「 状

耳飾」も使用されてい

ました。

今回紹介する遺物は「 状耳飾」といい

ます。写真の耳飾りは、柏市富士見
ふ じ み

遺跡の

竪穴住居跡から見つかりました。直径４

㎝､厚さ0.7㎝の石製品
せ き せ い ひ ん

で、切れ目の入った

平べったいドーナツのような形をしていま

す。一緒に出土した土器から判断して、今

から約5,500年前(縄文時代前期)頃のもので

す。使用方法は､現在のピアスのように耳

たぶに穴を開け、直接「 状耳飾」の切れ目

を通して、耳に付けていたと考えられます。

けけつつ　　 じじょょうう みみみみ　　　　かかざざりり

(写真提供：千葉県立中央博物館)

中中央央博博物物館館

荒荒 久久 古古 墳墳

掘掘立立柱柱建建物物のの復復元元模模型型


